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後援：花巻市 ・ 花巻市教育委員会 ・ 花巻地方神楽協会 一i�二 岩手

主催／お問い合わせ先：大迫神楽の日実行委員会需．謬醤宝靡ャ•屯‘"“”“’"“'ぷ



岳神楽が 1云承されている岳地区は 大迫の中心部から北 東に
17km。集落として は最も 早池峰山の近くに位置します。

岳には 早迪峰の神を奉る早池峯神社があり、岳神楽 はその奉
納神楽です。地元では、神楽が下閉伊君訳や宮古から法印（山
1大）によって 毎えられたともいわれていますが、資料が現存しないた
め毎承の由来は定かではありません。

昭和51年に大1賞神楽とと宅に「早池峰神楽」として、国指定
重要無形民 1谷文化財（第1号）に指定され、平成21年9月には
ユネスコ無形文化遺産に 登蹄されました。

六

大1賞神楽の 1云承されている大1賞地区は、岳 より12kmほど下
流、大迫の中ヽと部からは 約5km 北に1立置します。

地区内にある大1賞神社の奉納神楽です。早う也峰山の開祖と
いわれる田中兵部が建立した 田中明神の神主より 大1賞の別当
家へ1云えられた宅のといわれています。

昭和51年に岳神楽とと宅に「早池峰神楽」として、国指定重
要無形民俗文化財（第1号）に指定され、平成21年9月にはユネ
スコ無形文化遺産に登餞されました。

ヘ木巻神楽が1云承さ れ て い るへ木巻地区は、 大迫 の中
、と部か ら東南に約10kmの とこるに位置し ま す。

永禄7年 (1564年）に熊野大権現を勧請した際に始めら
れた神楽 であ る と 1云 えら れ て い ま す が、寛示 19年 (1642

年）の 大飢謹の後127年間活動が1木止し 、 そ の後七2回ほ
ど1木止 し ました。

昭和 7 年 (1932年 ）に熊野大権現を へ雰神社 と改め、旭
の又神楽の 指導に よ って神楽七復興し 現在に至っていま す。

昭和51年に大迫町指定無形文化財に指定さ れ ました（現
在、花巻市指定無形民1谷文1t.財）。
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I 入揚券は以下のところでお求め下さい。 1

国道396号

じ 大迫交流活1生化センタ ー

［早池峰ホール］
「神楽の日」会湯
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